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「説文籀文」の時代─新出 鼎銘の検討を中心に














 Shuo-wen jie-zi 説文解字, compiled by Xu-Shen 許愼 in 
A.D.100, is one of the immortal masterpieces of scholarship of ancient 
China. "Zhou-wen"籀文 characters and "Gu-wen"古文 characters which 
were preserved in Shuo-wen jie-zi 説文解字 are quite important materials 
to survey of Chinese characters’ archaic forms. Shi-zhou 史籀 is regarded 
as the compiler of Shi-zhou-pian 史籀篇 from which "Zhou-wen" 籀文 
characters were derived and his name written as 史留 appears in the 
inscription on the Ma-ding 鼎, a newly unearthed Western Zhou bronze. 
This article analyzed Ma-ding 鼎 with special emphasis on the function 
of 史留 in the Western Zhou Royal Court. Examining this bronze 
inscription of the last years of Western Zhou, it proves that Shi-Zhou 史籀 
actually existed as a technocrat during the time of Xuan-Wang 宣王 and 
that the orthography of bronze inscriptions was established by those 
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四十二年 鼎 工 尹氏 史
超
宣王42 B.C.786
四十三年 鼎 司馬壽 史
超
尹氏 宣王43 B.C.785
























青銅器 王世 受命者 右者 史官甲 史官乙
① 厲王 毛伯 × 内史
②康鼎 厲王 康 伯 × ×




⑤此鼎 厲/宣 此 司土毛叔 × 史
超
⑥ 鼎 厲/宣 宰 史留 内史




⑧無 鼎 宣王 無 司徒南仲 × 史
超
⑨膳夫山鼎 宣王 善夫山 南宮 × 史
⑩四十二年 鼎 宣王 呉 工 尹氏 史
超
⑪四十三年 鼎 宣王 呉 司馬壽 史
超
尹氏
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表に基づいて、儀礼に参与した史官の人数についていうと、
　０人  ②　④   …二例
　１人  ①　③　⑤　⑧　⑨　 …五例



















































































































礼のおこなわれる場所「中廷」として用いられ、 （師酉 ）、 （毛公
国際地域研究論集（JISRD）第３号（№３）2012
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は、まさにこの2系統を汲むもので、 （ 鼎）、 （四十三年 鼎）、
（頌鼎）のグループと、 （ 盤）、 （四十二年 鼎）のグルー
プとに分けることができる。このうち、 鼎、四十三年 鼎、頌鼎に共通す
る構成要素 は人と土の合文で、さらに、東周時代になると横画が加わり
と作られ、 （秦公 ）、 （秦公大墓石磬）などの秦系文字に継承されて






場合は、 鼎、四十三年 鼎、頌鼎の組は、 、 、 のごとく5本の竪
画と横画2本で構成されるのに対し、 盤と四十二年 鼎の組は、横画がルー
プ状に丸くつながって、 、 となる。既の右傍の場合は、 鼎、四十三年
鼎、頌鼎の組は、人の側姿形の膝の部分が直角に近く曲げられて、 、 、
となるが、 盤と四十二年 鼎の場合は、 、 とあり、ほとんど直線的で
ある。
　銘文は、 鼎、四十三年 鼎、頌鼎の組と、 盤、四十二年 鼎の組で用
いられている文字系統が異なり、東周文字との字形的連続性でいえば、 鼎、
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鼎、頌鼎では、文字がさらに整飭さを増したことが、天字が、 （
鼎）、 （四十三年 鼎）、 （頌鼎）と変化していったことや、書字
が同様に、 （ 鼎）、 （四十三年 鼎）、 （頌鼎）と変化していく
プロセスから窺える。書き手による個人差はあるが、この系統の文字が書風
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